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埼玉県議会令和２年度９月定例会は、９月２４日（木曜日）に開会し、埼玉県一般会計補正予
算（第８号）が急施を要する議案であったため、所属する福祉保健医療常任委員会で審議し、開
会日に可決いたしましたのでご報告いたします。

新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザの同時流行による医療現場の負担を軽減するため、重症
化リスクの高い高齢者等に対し、接種費用の自己負担を無償とすることにより、インフルエンザワクチンの早期
接種を促すことが目的です。市内医療機関を受診されてください。 補正額 ２１億３９６１万１千円

１ 対象者
予防接種法に基づくインフルエンザワクチンの定期接種対象者
・６５歳以上の方

・６０歳以上６５歳未満の方で、心臓、腎臓又は呼吸器の機能に事故の身辺の日常生活活動が極度に制限さ
れる程度の障害を有する方

・６０歳以上６５歳未満の方で、ヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障
害を有する方
２ 補助対象期間
１０月１日から１２月３１日のワクチン接種分

議案の関する会派視察

９月２９日（火曜日）に、新型コロナウイルス感染症の影響により減収となり、指定管理者の施設維持管理経費
に係る委託料の増額に関する議案が提出されていたので、羽生市にあるさいたま水族館と加須市にある環境科
学国際センターを視察してきました。感染症予防対策もしっかりされていて、ともに子どもから大人まで楽しめる
施設となっていました。



要望活動

９月１日（火曜日）に大野知事に対し、「川口市内における県営住宅の整備に関する要望書」を市長、川口
市選出７名の県議会議員で提出いたしました。

川口市内における県営住宅の住戸数は、さいたま市が９６０９戸に対し、８７７戸であり、また公営住宅に
占める県営住宅の割合は、２５％程度となっており、さいたま市や川越市、越谷市の割合を大幅に下回る
状況です。

また本市は人口・世帯数の増加傾向にあり、公営住宅については、県営住宅・市営住宅ともに他の地域
と比較して募集倍率が高く、近年、７倍程度で推移しています。市内に立地する県営住宅・市営住宅の多く
は老朽化が進んでおり、建替等による更新が必要な時期を迎えています。
そこで以下２点を知事に要望いたしました。

１ 県営住宅の建替等を契機として、市内への県営
住宅の供給の促進を求める

２ 特に老朽化が著しい一方で、好立地である飯塚
地区の公営住宅について、県営住宅の規模の拡大
を求める

無所属県民会議「埼玉県迷惑行為防止条例」一部改正（案）
パブリックコメント結果の公表

所属会派・無所属県民会議では、「埼玉県迷惑行為防止条例」一部改正（案）について県民の皆様からパブ
リックコメントを実施したところ、１６件のご意見・ご提案をお寄せいただきました。ありがとうございました。

1 意見の募集期間
令和２年８月２１日（金曜日）～９月２０日（日曜日）

2 意見の提出者及び件数
１６名から１６件（すべて電子メール）

3 意見の内容と件数
一部改正実現を願うもの １２件
条文案の内容に関するもの ４件
詳細につきましては、会派ホームページをご覧ください。 Kenminkaigi.com


